
♦医療・生命♦ 近赤外蛍光標識により消化管内腫瘍の手術を精密化

内視鏡検査によって消化管の内部の腫瘍が発見されたとしても，消化管の外側から腫瘍の位置を検出
するのは困難であることから，腫瘍を含む大まかな組織ごと摘出手術されている。消化管の内側から
腫瘍の位置にマーカーを局所注射し，消化管の外側から標識位置を観察可能なマーキング法の開発が
求められている。そこで生体組織を透過しやすい近赤外領域に極大吸収波長・蛍光波長をもつ色素を
卵黄レシチン製ベシクルに配合した。ブタの胃の内側粘膜下層へ本ベシクルを内視境下に局所注射し
たところ胃の外側から蛍光を観測でき，5時間後も安定であった。
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